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殺菌効力試験結果

1.検 体

2020年11月13日 受取 計1点

レグノアボタニカルAg+

(注)受取品1本 全量を
、滅菌精製水を用いて希釈 し、全fi　500mLと したものを検体

と した。

2.試 験方法

(1)言式唇夷菌

Sa〃ηonellaenterica　 NBRCIOO797　 (サルモネラ)

Escherichiacoli　 O-157　 RIMDO509939　 (腸 管出血性大腸菌)

Staρhylococcusaureus　 NBRC13276　 (黄色ブドウ球菌)

Pseudomonasaeruginosa　 NBRC13275　 (緑 膿菌)

(2)試 験菌液の調製

各試験菌をSCD寒 天培地で30℃ 、24時 間前培養する。前培養菌を滅菌生理食塩水に懸

濁 し、約108個/mLに 調製 したものを試験菌液とする。

(3)試 験操作

検体19.8gを 滅菌」ベィアル瓶にとり、試験菌液 を1%量(0.2mL)接 種する。これを25℃ の

恒温器で保存 し、(4)項 に示 した規定の作用時間後にその1gを 採取 して、　LP希 釈液注19mL

で希釈する。この希釈液をさらに段階希釈 し、寒天平板混釈法により生菌数を測定する。

なお対照と して、滅菌生理食塩水についても同様に操作 し、接種直後および規定時間後に生

菌数の測定を行う。

注1LP希 釈液:ポ リペプ トン1g
、エッグレシチン0.7g、 ポリソルペート8020g、 精製水980mL

(4)作 用時間

検体:5分 、30分 、60分

対照:}妾 不重直後、60分

(5)生 菌数の測定培地および培養条件

SCDLP寒 天培地、30℃ 、3日 間。
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3.試 験結果

〈表〉殺菌効力試験結果

N
S

試 験 菌 検 体
作用時間と菌数値(個/9)

接種直後 5分 30分 60分

S.　enterica

(嚇 モネラ)

対照(滅 菌生理食塩水) 10×106 一 一 1.1×106

レグ ノアボタニ加Ag+ 一
6.1×105 〈101 〈101

εoo〃 ○-157

(腸管出血性大腸菌)

対照(滅 菌生理食塩水) 1.2×106 一 一 1/×106

レグ ノ跡 タニカll　Ag+ 一 5.O×105 〈101 〈1σ

　 S.　aureus

(黄 色ブ ドウ球 菌)

対照(滅 菌生理食塩水) 1.8×106
一 一

1.5×106

げ ノアボタニカルAg+ ～ く101 く101 く101

P.　aeruginOsa

(緑 膿 菌)

対照(滅 菌生理食塩水) 2.7×106 一 一 2.8×106

レグ ノアボ タニカルAg+ 一 8×1σ 〈1σ 〈1σ

4.ま とめ

検体の試験条件下における、最大の殺菌率とその作用時間は、以下の通 りであった。

試 験 菌 作用時間 殺菌率(%)

S.　enterica　 30分99.99

E.oo〃 ○-15730分9999

S,aurθus　 5分99.99

P.　aeruginosa　 5分99.99

以 上


